
校長： 西山 恵子
〒182-8550 東京都調布市佐須町5-28-1　TEL（042）482-8952
アクセス：京王線「国領」駅よりスクールバス約10分／JR中央線「武蔵境」駅よりスクールバス約25分

京王線「つつじヶ丘」駅よりバス7分、徒歩5分／JR中央線・総武線「三鷹」駅よりバス20分、徒歩5分

晃華学園中学校

◆文化祭（個別相談あり）

◆学校説明会
 9 月24日（土） 14：00～
12月12日（月） 14：00～

◆オープンスクール
11月19日（土） 午後

◆学校見学会
 1 月14日（土） 14：00～

◆6年生対象入試説明会
10月29日（土）   9：30～ / 13：30～

 9 月17日（土） ・ 18日（日） 両日午前

◆体育祭
11月 8 日（火） 午前 

募集要項（2023年度）
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I n f o rma t i on

人のために　人と共に
　晃華学園では、教育理念・実践目標の
一つとして「Noblesse Oblige」（神さまか
ら与えられたタレントを磨き高め、他者のた
めに生きることに喜びを見出す）を掲げてい
ます。６年間の学園生活で自分の人生の
指針となる「軸」を見つけ、多文化共生が
求められる社会で、優劣や勝敗を競うので
はなく、価値観の異なる人 と々協働し、仲間
と共に新しい時代を切り拓いていく品格あ
る女性を育成します。

主体的、対話的な学びをはぐくむ
　本校はカトリック精神に基づく教育を行

うミッションスクールであり、2012年にはユ
ネスコスクールにも認定されました。中学の
授業内で「模擬国連」を導入するなど、日常
的に世界情勢に目を向け、異なる価値観を
持つ他者と対話することを大切にしていま
す。模擬国連の全国大会の一つ「全日本
高校模擬国連大会」にも頻繁に出場。他
校の生徒たちと英語でねばり強く交渉を重
ね、ひとつの決議案を生み出すことで、実
践的な英語力も発揮されています。さらに、
2015年に国連で採択されたSＤＧｓ（持続
可能な開発目標）に関する活動は、行事か
ら生徒の課外活動まで幅広く行われ、国際
的な課題に目を向けるだけでなく、自分たち

に身近な生活の中で課題を見つけ、その
解決を目指すプロジェクトが生徒主体で
次 と々行われています。

キリスト教精神に基づく全人教育
　対外的な活躍を支えるのが、日々の授業
の積み重ねであり、各教科とも時代の変化
や個々の生徒に合わせたきめ細やかな工
夫を凝らしています。広い視野に立って物
事を判断するためには、トータルな学力、盤
石の基礎力が不可欠であり、教科ごとの指
導に加えて、学習計画や振り返りを促し、
徐々に自立した学習者となるよう支援して
います。学年の約5割が理系進学を希望
し、医療系（医学部医学科、看護、薬学、獣
医など）への進学者が多いのも本校の特
長です。命に対する畏敬の念や、他者のた
めに奉仕する姿勢は、在学中に育まれるキ
リスト教的な精神の表れとも言えるでしょう。

晃華学園は「第2の家庭」
　豊かな自然に囲まれ、あたたかい雰囲気
の中で充実した6年間をすごした生徒たち
にとって、晃華学園は「第2の家庭」とも言
える心の故郷です。女性のライフコースの
中で、就職や結婚、出産など、様々な節目を
迎えた時、相談や報告に母校を訪れる彼
女たち。愛情を持って育てられた彼女たち
は、またどこか別の場所で、他者へ愛情を
注ぐ人になっていくでしょう。

00 00

※上記イベントへの参加はすべてインターネットによる予約制です。イベントが
　変更・中止となる場合もあるため、必ず学校HPで事前にご確認下さい。

※詳細は本校HPや募集要項（9月以降配布予定）をご覧ください。

第1回 第2回 第3回
試 験 日

試験科目

募集人員

合格発表
（HP）

出願期間
（Web出願）

2月1日（水）
午前

2月1日（水）
午後

約50名

国語・算数
社会・理科 国語・算数 国語・算数

社会・理科

1月10日（火）～
1月31日（火）12:00

1月10日（火）～
1月31日（火）12:00

2月1日（水） 2月1日（水） 2月3日（金）

1月10日（火）～
2月3日（金）7:00

2月3日（金）
午前
約25名約35名

自分軸を持ち、しなやかに強く生きていく人に

晃華学園では教育の柱として、何よりも「ノーブレス オブリージュ」を大切にしている。与えられた力を
他者のために生かす晃華学園のこの精神は、深く先生や生徒の中に浸透しており、多くの生徒たち
が自主的にSDGsの活動に参加している。今回の取材を通して、その精神がどのようにして育まれ、
SDGsの活動として実践されているのかを知ることができた。

　 「人の役に立ちたい」という
想いと行動力を育む環境

　晃華学園の生徒たちの「人のため
に役に立ちたい」という想いは、どのよ
うにして育まれ、SDGsの活動として結
実していくのだろうか。
　今回の取材ではSDGsの活動で
『チョーク再生』プロジェクトに取り組む
高２の生徒たちに話を聞くことができた。
　「もともとは『SDGs Quest みらい
甲子園コンテスト（※）』に参加するた
めに５人でチームを作り、『卵の殻から
紙を作ろう』というプロジェクトでした。」
（M.Oさん）
　「卵の殻から紙を作るのは実現が難
しく、コンテストに落選してしまったこと
から、もっと身近にあることで実現性の
高いプロジェクトはないかとメンバーで
話し合っていたところ、『チョーク再生』
を思いつき、高１から高２になる春休み
から改めて取り組むことにしました。」
（N.Kさん）
　コンテストに参加した動機を聞くと、
２人とも「日頃から先輩や友人たちが
SDGｓに関連する活動をしていたり、
中３の授業でSDGsについて学んだり
するなかで、『実際にできることはない
か』という気持ちを培ってきた」という。
　晃華学園の生徒にとって、「人の役
に立つ」は決して強いられてするもので
はなく、ごく自然な感情なのである。学
校全体の環境や脈々と続く伝統が、
「人の役に立ちたい」という想いや力を
引き出し、自ずと生徒たちをそうした気
持ちに導いている。

黒板とチョークへの
愛着もモチベーションに

　「先生方に『チョーク再生』プロジェ
クトについて話したところ、偶然先輩た
ちが同じテーマで活動していたことを
知り、先輩方が残して下さったデータを
ひきつぐことができました。プロジェクト
を完成させることなく卒業していった先
輩たちの想いを形にしたいという気持
ちもモチベーションになっています」
（N.Kさん）
　最近ではデジタル化が進み、学校で
も黒板を使う頻度がぐっと減ったように
思うのだが、彼女たちにとって、チョー
クが身近なものであるというのは意外
だった。
　「もちろん授業や学校生活のさまざ
まな場面で一人一台のタブレット端末
を活用していますが、黒板とチョークは
不可欠です。タブレットはグループ活動
などには適していますが、どちらにも両
方のよさがあり、板書という従来のスタ

イルにも愛着を持っているので、よいも
のとして残ってほしいという思いも込め
て、今回のプロジェクトを進めていま
す。」（M.Oさん）
　春休みも登校し、学校が始まってか
らも放課後などの時間を使って化学室
で実験を繰り返したという。
　「例えばチョークに混ぜるのはお湯
か水か、混ぜる素材は片栗粉や小麦
粉あるいは当初のアイデアの卵の殻も
考えましたが、結局黒板消しクリーナー
から回収した粉や短くなったチョークを
粉砕して粉にしたものに水を混ぜて一
本のチョークを再生するという方法で、
レシピが完成しました」（N.Kさん）
　「作ったものを乾燥させるプロセスに
時間がかかり、根気のいる作業が続き
ました。実験の経緯を細かく紙のノート
に記載したり、デジタルデータとしてま
とめて共有したりして、少しずつ完成に
近づけていきました。」（M.Oさん）

学校全体を
巻き込んだ活動へ

　コンテストへの出場がきっかけとなっ
て始まったプロジェクトだが、徐々にそ
の活動は身近な人のための活動へと
広がっていったところが興味深い。
　「最初は自己満足というレベルでし
たが、私たちのプロジェクトに先生やい
ろいろな学年の生徒たちが協力してく
れるようになったことが、発展の大きな
きっかけになリました。自分の起こした
アクションが、みんなの意識や行動を
変えていくことができるということに意
義を感じ、もっとアクションを起こしたい
と思うようになりました。」（M.Oさん）
　「全２４クラスを周り、使えなくなった
短いチョークと粉を集めて１クラスに１
本返すということを目標にしています。
そうすることで私たちの活動と、その背
景にあるSDGsにもっと関心を持って
もらえると考えたからです。」（N.Kさん）
　再生したチョークを実際に見せても
らうと、クラスごとに色が違って面白い。
書き味も消しやすさも、新品と遜色の
ない出来栄えだった。

アンケート調査も実施して
商品価値を高める

　SDGsの活動は学内にとどまらない。
　「完成したいくつかのサンプルを先
生方に使ってもらい、書き心地・持ち
心地・消しやすさなどをアンケート調査
しました。先生方の意見を参考にして
作り直すことも考えたのですが、先生
によって好みが異なり、商品開発の難
しさを知りました。」（M.Oさん）
　「既製品の円柱型よりも再生した三

角柱のチョークの方が持ちやすいと好
評でした。強度を考えて行き着いた形
状だったのですが、反響が大きく驚きま
した」（N.Kさん）
　『チョーク再生』プロジェクトは持続
可能な「ものづくり」へと発展していき
『Maker Faire Tokyo 2022』（※）
に応募したところ選考に通り、出展が
決まったという。
　「私たちはSDGsに絡めたものづくり
という観点でこのフェアに参加し、
『チョーク再生』プロジェクトを広めたい
と考えています。将来的には他校や企
業にも協力してもらい、より広く人の役
に立つプロジェクトにしたいです」
（M.Oさん）

真に社会を
変えていく力へ

　今回話を聞いた生徒たちは、『チョー
ク再生』プロジェクト以外にも「空き家
問題」や「フードバンク」など、複数の
SDGsの活動に取り組んでいた。また、
N.Kさんはバトントワリング部の活動に
も力を入れており、M.Oさんは都大会
に出た実績もある陸上部で部長も務
めている。
　晃華学園の素晴らしい点は、どの生
徒もそれぞれ充実した学校生活を送り
ながらSDGsの活動に取り組んでいる
ことだ。
　「SDGsのゴールは2030年です。そ
れまでにまだまだ挑戦できることや、学
べることがあるはず。大学生や社会人
になってからも、この学校を通して学ん
だことを生かして社会貢献活動を続け
たいです。」（M.Oさん）
　「SDGs活動に参加することで、世
界や社会について知らないことがたく
さんあり、自分の未熟さを痛感しました。
新しいことを学ぶことや、成長を実感で
きることが楽しく、もっと広く他の人にも
この喜びを伝えていきたいと思ってい
ます」（N.Kさん）
　学習としてのSDGs活動では終わら
ない、真に社会を変えていく力が生徒
たちの中にしっかりと育まれていること
がわかる。明確な志を持った素晴らし
い生徒たちだった。

※SDGs Quest みらい甲子園コンテスト
高校生が持続可能な地球の未来を考え行
動するために、SDGsを探究し、社会課題
解決に向けたアイデアを考える機会を創発
し、そのアクションアイデアを発表・表彰す
る大会。

※Maker Faire Tokyo 2022
ユニークな発想で皆があっと驚くようなもの
や、これまでになかった便利なものを作り出
す「メイカー」が集い、展示とデモンストレー
ションを行うイベント。

安田教育研究所 安田 理先生の
特別企画

REPO
RT

RESULT

学 校 探 訪
が　　っ　　　　　　 こ　　う 　　　　　　た　　ん　　　 　　　ぼ　　う

校長  西山 恵子

RESEARCH


